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測定項目 調査地点 測定回数

Ｂ 硫化水素連続調査
処分場敷地境界２地点及び村田二中の３

箇所で硫化水素濃度を連続測定

平成21年度以降は継続して目標値を満た
しているが，硫化水素の周辺への影響を監
視するために重要な調査であり，今後も調
査を継続する必要あり

なお，測定機器が老朽化したため，H26年
度に更新予定

敷地境界調査地点は２箇所とも東
側排水路付近に設置しており，モニ
タリング結果の状況から敷地境界１
地点を調査地点から除外

放流水調査
河川水調査
浸透水・地下水調査

　ビスフェノールＡ(地元から調査要望あり)は，外
因性内分泌攪乱性の観点から社会的関心が高いが，
国は人に対する影響は不明確であるとして，現時点
では環境基準や排水基準等の基準値は未設定
　そのため，モニタリング結果の評価が困難であ
り，また，浸透水による地下水汚染の有無等は現在
のモニタリング結果から推測できることから，ビス
フェノールＡ等未規制項目のモニタリングは基準値
設定の動向をみて実施を検討

放流水調査
河川水調査
地下水調査

　これまでの調査で定量下限値未満が継続している
項目(測定回数を年１回としている１７項目)を調査
項目から除外

地下水調査
下流側地下水調査地点を２地点程

度増設

Ｄ 発生ガス等調査
観測井戸１１地点で発生ガス，浸透水水

質を毎月測定

噴出防止工で設置する新たなガス
抜き設備を追加(発生ガスに係る調
査に限る)

Ｅ 下流地下水状況調査 　観測井戸２地点で地下水水質を毎月測定 　増設観測井戸を追加

Ｆ 放流水状況調査 　放流水調査地点で水質を毎月測定

Ｇ 地中温度調査 　観測井戸１４地点で４回測定 　増設観測井戸を追加

Ｈ 地下水位調査 　観測井戸１４地点で４回測定 　増設観測井戸を追加

Ｉ 多機能性覆土調査
多機能性覆土施工区域内１３地点，対照

地点１３地点，その他５地点でグランドエ
アシステムにより硫化水素を年４回測定

多機能性覆土施工区域内１３地点は平成
21年度の調査開始から0.2ppm未満が継続

多機能性覆土施工地点にお
ける硫化水素の大気放散はほ
とんど認められず，季節変動
もないことから調査回数を年
1回に縮小

Ｊ バイオモニタリング
荒川の放流水流下地点の上流側及び下流

側の２地点で年４回ＡＯＤ試験を実施

放流水水質，放流水量，河川流量から推
定して河川水質への影響はごく軽微であ
り，調査結果でも上流側・下流側にほとん
ど差はない

Ｃ

放流水調査１地点，河川水調査２地点，
浸透水調査９地点，地下水調査４地点で，
それぞれ放流水基準項目，環境基準項目等
を年４回測定(定量下限値未満が継続してい
る１７項目は年１回)

浸透水は地下水環境基準等を超過する項
目があるが，放流水，河川水，地下水は放
流基準，環境基準等の関係基準を満足

それぞれの調査で年１回の測定としてい
る１７項目は，継続して定量下限値未満

工事後のモニタリング計画の見直し素案

大気環境基準項目，指針値設定項目，悪
臭物質等４６項目を処分場内，対照地点(役
場)の２地点で年４回測定(うち定量下限値
未満が継続している１４項目は年１回)

平成21年度以降継続して処分場内と対照
地点の差はなく，濃度的にも環境基準値等
を大きく下回り，大気質に対する発生ガス
の影響はごく軽微

大気調査Ａ

見直しの方向性
調査名称 現在のモニタリング内容 モニタリング結果の概要

処分場が大気質に及ぼす影響はごく軽微であるこ
とが把握できたので，処分場発生ガス(硫化水素，メ
タン)及び環境基準項目(４項目)，指針値設定項目
(６項目)を残し，他の項目を調査から除外

対照地点(役場)の濃度レベルはこ
れまでの調査で把握できたので，調
査地点から対照地点を除外

工事後のモニタリング計画の見直し素案 
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調査目的 調査名 調査項目 調査地点数 調査箇所 調査頻度等 

生活環境保全上の支
障の有無の把握 

大気環境調査 

大気環境基準項目 
指針値設定項目 

塩化ﾋﾞﾆﾙ，1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ，ｸﾛﾛﾎﾙﾑ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾄﾘｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，水銀及びその化合物 

２１地点 
処分場内 
村田町役場 

年４回 

その他項目 

硫化水素，塩化ﾒﾁﾙ，塩化ｴﾁﾙ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾌﾚｵﾝ 12，ﾌﾚｵﾝ 114，
臭化ﾒﾁﾙ，ﾌﾚｵﾝ 11，ﾌﾚｵﾝ 113，四塩化炭素，ﾄﾙｴﾝ，ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，p,m-ｷｼﾚﾝ，o-ｷｼﾚﾝ，ｽﾁ
ﾚﾝ，1,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ，ﾒﾀﾝ，
ｱﾝﾓﾆｱ 
ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，塩化ﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝ，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ｼｽ-1,3-
ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾄﾗﾝｽ-1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，1,2-ｼﾞﾌﾞﾛﾓｴﾀﾝ，1,1,2,2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸ
ﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,2,4-ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾍｷｻｸﾛﾛ-1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ，ｴﾀﾝ 

年１回 

硫化水素連続調査 硫化水素，風向，風速 ３２地点 
処分場内敷地境界１ 
処分場内敷地境界２ 
村田第ニ中学校 

通年 
（２４時間連続） 

放流水水質調査 
排水基準項目 

総水銀，鉛，有機ﾘﾝ，六価ｸﾛﾑ，ﾋ素，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ，ﾎｳ素，ﾌｯ
素，ｱﾝﾓﾆｱ等(ｱﾝﾓﾆｱ，ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物，亜硝酸化合物及び硝酸化合物)，pH，BOD，浮遊物
質量，ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ(鉱油)，ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ(動植物油)，ﾌｪﾉｰﾙ含有量，銅含有量，亜鉛含有量，
溶解性鉄含有量，溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ含有量，ｸﾛﾑ含有量，大腸菌群数 

１地点 放流水採取地点 

年４回 

ダイオキシン類 年２回 

ｱﾙｷﾙ水銀，ｶﾄﾞﾐｳﾑ，ｼｱﾝ，PCB，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-
ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，
ﾁｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ 

年１回 

その他項目 塩化物ｲｵﾝ，硫酸ｲｵﾝ，電気伝導率，透視度，水温，流量，無機体炭素，D0 年４回 

河川水水質調査 

環境基準健康項目 

鉛，六価ｸﾛﾑ，砒素，総水銀，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素，
ﾎｳ素，ﾌｯ素，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 

２地点 
荒川上流 
荒川下流 

年４回 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，ｱﾙｷﾙ水銀，PCB，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼｽ-1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾍﾟﾝ，ﾁｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ 

年１回 

環境基準生活環境
項目 

pH，BOD，浮遊物質量，DO，大腸菌群数 

年４回 
その他項目 

塩化物イオン，硫酸イオン，電気伝導率，透視度，水温，流量，無機体炭素，ｱﾝﾓﾆｱ(ｱ
ﾝﾓﾆｱ，ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物) 

バイオモニタリング 
AOD 試験*1による半数致死濃度 
（*1:水族環境診断法：Aquatic Organisms evironment Diagnostics) 

２地点 
荒川上流 
荒川下流 

年４回 

処分場内廃棄物によ
り汚染された浸透水
等の地下水の拡散又
はそのおそれの把握 

浸透水及び地下水水質
調査 

地下水等検査項目 

総水銀，鉛，六価ｸﾛﾑ，ﾋ素，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ，塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 

 
１３地点 

２地点程度追加 

浸透水 ９地点 
No3，No5 
H16-3，H16-5，H16-6 
H16-10，H16-11，H16-13，H17-15 
 
地下水 ４６地点 
Loc1A，Loc1B，Loc3 
H17-19，下流側２地点程度 

年４回 

ｱﾙｷﾙ水銀，ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，PCB，ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ，四塩化炭素，1,1-
ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ，1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ，ﾁ
ｳﾗﾑ，ｼﾏｼﾞﾝ，ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，ｾﾚﾝ 

年１回 
(浸透水のみ) 

その他項目 

BOD，水温，pH，電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，浮遊物質量，
ﾎｳ素，ﾌｯ素，重炭酸イオン，硫化物イオン，ｱﾝﾓﾆｱ(ｱﾝﾓﾆｱ，ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物)，硝酸性窒
素及び亜硝酸性窒素 

年４回 

ダイオキシン類 年２回 

処分場内の状況把握 

発生ガス等調査 

発生ガス 
発生ｶﾞｽ量，ﾒﾀﾝ，二酸化炭素，硫化水素，酸素，孔内温度（管頭下１ｍ），気象（気
温，気圧） 

１１１３地点 

No3，No5 
H16-3，H16-5，H16-6 
H16-10，H16-11，H16-13 
H17-15 
7-2, 7-4，ガス抜き設備２箇所 月１回 

浸透水 電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，水位，ｐＨ 

下流地下水状況調査 電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，水位，ｐＨ 
２地点 

２地点程度追加 
Loc1A，Loc1B，下流側２地点程度 

放流水状況調査 電気伝導率，酸化還元電位，塩化物イオン，硫酸イオン，透視度，水温，ｐＨ １地点 放流水採取地点 

地中温度調査 鉛直方向１ｍ毎の温度，帯水域の温度 

１４地点 
２地点程度追加 

廃棄物埋立区域内 ９地点 
No3，No5 
H16-3，H16-5，H16-6 
H16-10，H16-11，H16-13 
H17-15 
 
廃棄物埋立区域外 ５７地点 
Loc1A，Loc1B，Loc3，Loc4 
H17-19，下流側２地点程度 

年４回 

地下水位調査 地下水位，降雨量 
通年 

（１時間毎） 

多機能性覆土状況調査 
硫化水素 

２６地点 

多機能性覆土施工箇所１３地点 
A-1，A-2，A-3，A-4，A-5，A-6 
B-1，B-2，B-3，B-4，B-5，B-6，B-7 
 
多機能性覆土隣接地等１３地点 

年４１回 

地表ガス調査 ５地点 
平成 22 年度表層ガス調査において、比較的高いガス濃
度の硫化水素が検出された地点 
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　　　　凡　例
●：発生ガス等調査地点
▲：下流地下水
　　・放流水調査地点

No.3

H16-11

H16-3

Loc.1BH16-5

H16-6

Loc.1A

H17-15

放流水

7-4

7-2

H16-13

No.5

H16-10

図 3 浸透水及び地下水水質調査地点図 

図 4 発生ガス等調査,下流地下水状況調査及び放流水状況調査地点図 図 2 放流水及び河川水の水質調査，バイオモニタリング地点図 

図 1 大気環境調査及び硫化水素連続調査地点図 
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凡例 

□：地表ガス調査地点 

1 

2 4 

3 

5 

図 7 地表ガス調査地点図 
図 5 地中温度及び地下水位調査地点図 

A - 1 

A - 2 
A - 3 

A - 4 

A - 5 

A - 6 

B - 1 

B - 3 

B - 4 
B - 5 

B - 6 

B - 7 
? ：多機能性覆土範囲 
● ：多機能性覆土状況調査地点 
① ～ ⑬ ：比較対照地点 

凡 例 

B - 2 ① 

② 

③ 

④ ⑤ ⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 

⑪ 
⑩ 

⑫ 

⑬ 

A - 1 

A - 2 
A - 3 

A - 4 

A - 5 

A - 6 

B - 1 

B - 3 

B - 4 
B - 5 

B - 6 

B - 7 
? ：多機能性覆土範囲 
● ：多機能性覆土状況調査地点 
① ～ ⑬ ：比較対照地点 

凡 例 
□ ：多機能性覆土範囲 
● ：多機能性覆土状況調査地点 
① ～ ⑬ ：比較対照地点 

凡 例 

B - 2 ① 

 
② 

 

③ 

④ ⑤ ⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 

⑪ 
⑩ 

⑫ 

⑬ 

図 6 多機能性覆土状況調査地点図 


